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Ａ

すべての人が、それぞれの体力や年齢、目的に応じて「いつでも、どこでも、
いつまでも」スポーツに親しむことができる生涯スポーツ社会の実現

商店街等の活性化

シティプロモーションの推進

平成２８年度
達成状況

Ｂ

Ａ

Ａ

Ｂ

情報発信プラザ（Inforestすいた）を拠点とした魅力発信

大学連携

芸術・文化の振興 Ａ

Ｂ

多文化共生社会の実現

文化会館の大規模改修

Ａ

Ｂ

A：達成（設定した目標を達成することができた。）

　産業振興の推進は、雇用、定住、地域の発展を生み出し、まちの活性化への基盤となるもので
す。その推進のために基本理念、基本方針、アクションプラン等を定めた「吹田市商工振興ビ
ジョン２０２５」に基づいて、ビジョンの実現に向けた取組を進めます。
　本市に企業が立地する特性や特徴を活かした企業誘致施策の再構築、開業率が高い本市の特徴
を踏まえた創業支援、事業者の事業活動の安定、発展を促進する中小企業振興及び活性化施策等
を展開し、地域経済の循環及び活性化を図り、就労機会の増大に努めます。

　将来の人口減少・少子高齢化に対応するためには、本市への定住・転入の促進を図っていく必
要があります。
　本市が持つ都市魅力を効果的に市内外に発信し、さらなる本市のブランドイメージを向上さ
せ、市民にとっては「住み続けたい」、市外に向けては「訪れてみたい」「住んでみたい」と思
えるよう地域イメージの向上に努めるとともに、そこに住む地域住民の愛着と誇りを形成できる
ようなシティプロモーションに取り組みます。

 　市民の健やかで心豊かな暮らしを守り育むために、市民の幅広い文化・スポーツ活動を支援し
ていきます。
　また、健康寿命延伸を図るための運動の習慣化に向けた取組や、伝統文化・地域文化の担い手
育成のための取組を進めるとともに、外国籍市民にとっても暮らしやすい多文化共生社会の実現
を目指します。

重点課題

地域経済の循環及び活性化

【達成度について】

C：未達成（目標達成に向け取り組んだものの、目標達成にはいたらなかった。）

B：一部達成（設定した目標の一部のみ達成することができた。）

都市魅力部　　　　　　　　

中嶋　勝宏　　　　　　　　

　　　　　　　　原山　葉子（シティプロモーション担当）　　理事名

平成28年度各部の重点取組の取組結果

部(局)名

部(局)長名



　JOBナビすいたを拠点とし
て、生活困窮者自立支援セン
ターとも連携しながら、就職困
難者をはじめとする求職者に対
し、きめ細かな就労支援を行
い、雇用の促進を図ります。

　吹田市と吹田商工会議所との共催で、創業への
様々な知識を修得するための創業塾を4回開催し32
名、女性創業塾を8回開催し25名の受講者がありま
した。その受講者をはじめ各機関での相談者等に対
して、三者における創業者の情報を一元化して、
ネットワーク及び国、大阪府の創業支援事業の情報
をメールマガジン等により配信し、情報提供を含め
たフォローに努めました。

　アクションプランの進捗管理及び検証の「見える
化」を図るため、各事業の具体的な取組状況をとり
まとめた検証シートを作成しました。この検証シー
トを踏まえて、年度ごとに吹田市商工業振興対策協
議会において、各施策の評価及び進捗状況、それに
対する御意見等を伺い検証します。

　JOBナビすいたをはじめとする地域就労支援事業
においては、これまでの経験を活かし、求職者個々
の状況や課題の整理を通じ、きめ細やかな就職支援
を行うとともに、生活困窮者自立支援センターと連
携し、就職困難者をはじめとする求職者の自立に向
けた支援に努めました。

→

→

→

部(局)名 都市魅力部

↓↓
達成目標 達成状況 達成度

　企業誘致を推進する制度を再
構築することにより、新規立地
企業の誘致及び新たな雇用の創
出を目指します。

→
　事業所賃借への補助施策は、市の方向
性として見送る結果となりましたが、今
後も多角的な側面から本市に見合った施
策を検討してまいります。

B

一部達成

活動目標 具体的な取組実績

　企業誘致推進のため、本市の
企業立地特性を活かした、より
高いインセンティブとなる企業
誘致施策の制度見直しに取り組
みます。

→
　事業所賃借による本社機能を持つ事業所の立地や
住居専用地域以外の市内の用途地域を広く支援対象
にすることにより、江坂地域をはじめ、新駅開業に
よる南吹田地域での開発が期待されるオフィスビル
の活性化を促進するための施策を検討しました。

　近隣市、大学及び地域金融機
関等とも連携し、市内外の大学
生を対象とした「（仮称）北摂
地区合同就職説明会」等を開催
します。また、大学生に対して
魅力ある市内中小企業の情報発
信や、学生と企業のマッチング
を推進するなど市内企業等の認
知度を高める取組みを進めま
す。

→

　近隣市、大阪府及び地域金融機関等との連携によ
る「就職合同説明会」を平成２８年１０月２６日に
開催し、２０２名の大学生等の参加がありました。
また大学、地域金融機関及び商工会議所との連携に
よる「吹田合同企業説明会」を平成２９年３月８日
に開催し、８２名の大学生等の参加がありました。
これらの就職説明会等を通じて、市内外の学生など
若い世代と市内企業とのマッチングの場の創出に努
めました。

　吹田市、吹田商工会議所、日
本政策金融公庫吹田支店の三者
による「すいた創業支援ネット
ワーク」の各機関の強みを活か
して、開業率を高め、廃業率が
低くなることにつながる創業支
援事業の充実に努めます。

　「吹田市商工振興ビジョン２
０２５」に掲げている基本方針
に基づいて、各施策の具体的な
事業の進め方や目標を示すアク
ションプランの進捗管理及び検
証に取り組みます。

重点課題 1 地域経済の循環及び活性化
全体の達成度

B
目指すべき方向

（中期的な目標）

　都市の活力を創造する産業の振興に向けた取組を推進する
ために、産業集積を図る企業誘致施策、創業支援事業の充実
化、中小企業の活性化に向けた支援を展開することにより、
雇用の促進と継続及び地域経済の活性化を図ります。 一部達成



A

達成

A

達成

A

達成

　「すいた創業支援ネットワー
ク」を活用した創業後の支援に
より創業者の事業活動の安定化
を図るとともに、官民創業支援
機関との連携による創業者の創
出に努めます。

　吹田市、経済団体、創業支援
機関のほか、地域の金融機関、
市内大学等との連携を強化して
いくとともに、国や大阪府等と
の連携も図りながら、ビジョン
の実現に向けた取組を推進しま
す。

　求職者の状況を踏まえた求人
開拓と適切な職業紹介によっ
て、マッチング率の向上を図り
ます。また、採用後の定着状況
を確認するなど、継続した支援
に努めます。

　吹田商工会議所内の「すいた経営革新
支援センター（サビック）」をワンス
トップ窓口として、様々な経営面等に対
しサポートする環境を整えて、創業者の
事業継続に努めました。また、ネット
ワーク三者の役割分担を明確にし、連携
を図ることにより、創業者の課題に応じ
た的確な支援に努め、支援体制の充実に
より昨年度に比べ創業者数の増加につな
がりました。

　経済団体等の主催事業、定例会、勉強
会や大学でのカリキュラムにおいて、吹
田市産業振興条例に基づく「吹田市商工
振興ビジョン2025」の説明を行い、本
市の産業振興の目指すべき方向性への周
知に取り組みました。また、当該ビジョ
ンの実現に向けて、アクションプランの
進捗及び取組状況について、吹田市商工
業振興対策協議会において中間報告を行
い、その検証を行いました。

　求職者のスキルや希望を踏まえた企業
訪問による求人開拓や求職者の個々の状
況に応じた適切な職業紹介を行うこと
で、マッチング率は概ね４0％に達して
おり、今後も更なる向上に務めます。ま
た、採用後の定着状況確認を引続き行
い、離職の事実を把握した場合は、あら
ためて相談利用への働きかけを行うな
ど、継続的な就業支援を行いました。

→

→

→

　「吹田市商工振興ビジョン2025」を推進し、的確に各施策を実現し検証するＰＤＣＡサイク
ルを構築していくことが、本市の産業振興につながり、産業振興条例の目的である地域経済の循
環及び活性化を実現できるものと考えています。
  就労支援施策については、大阪労働局、大学及び地域金融機関等と連携し、企業説明会や就職
面接会を開催しました。また、ＪＯＢナビすいたでは、求職者の個々の状況に応じた適切な職業
紹介を行うとともに、就職支援講座や就職活動に役立つ各種セミナーを開催し、求職者の市内企
業への就職の促進に努めるなど、雇用機会の拡大に取組みました。

　市内外の大学生の地元企業へ
の就職を促進することで、若い
世代の地元定着を図ります。 →

　市内大学生と市内中小企業がいち早く
接触する機会としての「吹田合同企業説
明会」の継続開催や、北摂市町及び地域
金融機関等との連携による広域における
「合同企業説明会」を開催し、市内外学
生等に対する市内企業の認知度を深める
ことができました。今後も若い世代への
就職支援施策の推進に務めます。

A

達成

総合評価・総括



↓ ↓
達成目標 達成状況 達成度

　ＪＲ吹田駅前南立体駐車場
跡の利活用にあたっては、商
店街活性化に向けた地元商店
街やＮＰＯ団体等の要望が取
り入れられるよう支援を行い
ます。また、再生に向けた取
組を行うニュータウン近隣セ
ンターに対して、関係部局と
連携し継続した支援を行いま
す。

→

　ＪＲ吹田駅南立体駐車場跡の利活
用については、ＮＰＯ法人ＪＲ吹田
駅周辺まちづくり協議会が策定した
「立体駐車場跡地の活用に関する基
本構想」に基づき、同協議会が地元
商店街と連携し、基本構想実現に向
けた取組に対し、関係部局との調整
など支援を行いました。
　また、竹見台及び桃山台近隣セン
ター再生に向けたまちづくりを進め
るため関係部局と連携し、情報共有
に努めながら継続した支援を行いま
した。

A

達成

活動目標 具体的な取組実績

　活性化に取り組む商店街等
との協働により、商店街が地
域コミュニティの核となり、
個店の魅力向上を図り、地域
になくてはならない魅力ある
商業地づくりを進めます。

→

　ＪＲ吹田駅南立体駐車場跡を活用して、商店
街及び地域の活性化を図ることを検討してい
る、ＮＰＯ法人ＪＲ吹田駅周辺まちづくり協議
会及び地元商店街と意見交換を行い、同跡地の
暫定利用に向けて協議を行いました。
　他の地域においても、商店街等を中心とする
活性化に向けた協議の場へ参画し、意見交換・
情報提供などを行いました。

　商業関係者との意見交換な
どを通して、商店街等が抱え
る課題の抽出やニーズの把握
に努めます。

→
　商店街を訪問し、それぞれが抱える課題や現
状について、また、空き店舗対策についての考
えや今後の取組などについて意見交換を行いま
した。

部(局)名 都市魅力部

重点課題 2 商店街等の活性化
全体の達成度

A
目指すべき方向

（中期的な目標）

　商業団体、地域住民等との協働により、人が交流
し、安心して買い物ができ、地域コミュニティの向上
など公共的役割を積極的に担う商店街等を支援し、地
域住民のニーズや地域課題、地域の特性に応じた魅力
ある商業地づくりを進めます。

達成



　本市の中心商店街であるJR吹田駅周辺商店街における、吹田市立JR吹田駅南立体駐車
場跡の活用については、採算性などの観点から計画を見直すことになり、当面は市が設
置する時間貸し駐車場の一部として暫定的な利用を行います。長期的な活用については
関係部局と連携した支援が必要であると考えています。
　また、千里ニュータウン地域では、竹見台桃山台近隣センター周辺まちづくり協議会
が発足し、近隣住民や関係者も含めたまちづくりに関係部局と共に実現に向け支援を
行っています。
　空き店舗活用をはじめとした事業は、更なる活用に向けて商店街等や地域のニーズを
把握し、より実効性のある事業となるよう制度の改善を検討してまいります。
　ぞれぞれの事業が実施され、商店街及び地域の活性化につながるよう、引き続き、地
元の商店街等と協働による取組みと効果的な支援を行ってまいります。

　商店街等の現状把握に努
め、空き店舗活用事業の促進
など地域の特性に応じた支援
を行います。

→

　商店街等が主体性を持って行うイ
ベントや施設整備、空き店舗活用な
どについて、補助金の交付など継続
した支援を行いました。
　また、商店街等の現状を把握し、
今後の支援策等について検討を行い
ました。

A

達成

総合評価・総括



　平成28年度（2016年度）においては、吹田市シティプロモーションビジョンの策定を通し
て、本市が持つ魅力の整理と、シティプロモーションの方向性を定めることができました。
　また、若手職員による自主研究グループ「enZINE」のたち上げや、ガンバ大阪のホームタウ
ン推進のためガンバ大阪市役所応援プロジェクトとして、ユニフォームを着用して執務にあたる
庁内ブルー大作戦の実施、様々な事業者・団体とのネットワークづくり等、今後のシティプロ
モーション推進にあたっての基礎部分を固めることができました。
　次年度以降についても、更なる事業の充実に向けて、様々な主体との連携をはじめ、シティプ
ロモーション推進に関する庁内意識向上の仕掛けづくりに努めます。

総合評価・総括

達成目標 達成状況 達成度

　指針となる（仮称）吹田市シ
ティプロモーション戦略プラン
を策定します。 →

　（仮称）吹田市シティプロモーション
戦略プラン検討委員会で意見を伺うとと
もに、市民や大学生を対象としたワーク
ショップの実施、市職員へキャッチフ
レーズやロゴマークの募集等を通して、
策定に取り組みました。なお、名称につ
きましては、シティプロモーション推進
の指針を示したものとして「吹田市シ
ティプロモーションビジョン」としまし
た。

A

達成

活動目標 具体的な取組実績

　学識経験者・メディア関係者
等で構成される検討委員会等を
開催し、シティプロモーション
の方向性や戦略の検討を進めま
す。

→
　シティプロモーションの方向性や戦略の検討にあ
たり、（仮称）吹田市シティプロモーション戦略プ
ラン検討委員会を4回開催し、外部有識者から幅広
く意見を聴取しました。

↓ ↓

部(局)名 都市魅力部

重点課題 3 シティプロモーションの推進
全体の達成度

A目指すべき方向
（中期的な目標）

　本市の魅力を構成する要素を深く分析し、一過性でない持
続的なまちづくりとしてのシティプロモーションに取り組み
ます。 達成



　平成27年（2015年）11月のオープン以来、同施設には本市の多彩な魅力を発信する施設と
して多数の方にお越しいただき、平成28年度（2016年度）の来場者数は255,867人で1日平
均は688人でした。
　今年度は情報発信プラザでの月ごとの展示フェア以外にEXPOCITYの事業主である三井不動
産（株）と連携し、イベント広場でのＰＲフェスタを開催するなど、施設の立地条件を最大限活
用し、プラザの認知度向上や情報発信に努めました。
　次年度以降は展示フェアを工夫するなど飽きのこない施設づくりやＰＲフェスタを定期的に開
催し、本市のＰＲを積極的に進めます。

総合評価・総括

↓ ↓
達成目標 達成状況 達成度

　市内の観光資源の情報を効果
的に発信することにより、市内
回遊につなげ、地域経済の活性
化を図ります。

→
　情報発信プラザでは市政情報以外にも
市内や北摂を紹介した情報誌の配架など
を行い、来場者に紹介するなど情報発信
を行いました。また、展示フェアの連動
企画で他施設への誘客などプラザから市
内回遊へのきっかけづくりを進めまし
た。

A

達成

活動目標 具体的な取組実績

　情報発信プラザ（Inforestす
いた）での定期的なフェアの開
催やすいたんを活用したプロ
モーション活動を進めます。

→
　月ごとに本市の特性を紹介した展示フェアを10
回開催しました。また、情報発信プラザでのすいた
んのグリーティングやEXPOCITY内に設置されて
いる放送設備を活用した情報番組にすいたんが登場
し、施設の紹介やＰＲに努めました。

　民間経験者の非常勤職員を配
置し、北摂各市と連携したプロ
モーションや北摂観光の取組を
進めます。

→
　北摂各市で構成される産学官連携の協議会に参画
し、各市と観光等の課題について意見交換などを行
いました。また、今後は大学生と連携した北摂エリ
アのマップ作成について検討を進めます。

部(局)名 都市魅力部

重点課題 4
情報発信プラザ（Inforestすいた）を拠点とした魅力
発信

全体の達成度

A目指すべき方向
（中期的な目標）

　日本最大級の大型複合施設EXPOCITY内にあり、かつ市
立吹田サッカースタジアムに隣接する恵まれた位置条件を武
器に、本市のみならず北摂一体の魅力を発信していきます。 達成



　本市には５つの大学と１つの研究機関（大学の研究科の設置あり）が立地し、名実ともに「大
学のあるまち」となっています。各機関が有する知的・人的・物的資源や学生の活力は、行政課
題の解決や地域の活性化に大きく貢献するなど、まちづくりには欠かすことができない要素と
なっており、ひいては本市のブランド力をけん引する力を持つ大きな存在です。今年度は連携推
進協議会をはじめ、共同研究の実施、職員による大学授業の拡充、広報活動の協力など様々な
シーンで各機関との連携を進めることができました。
　この一方、ニーズの不一致によりネットワークの構築までには至っておらず、来年度以降は各
機関が有する豊富な知的財産、人材、情報力、施設などをまちづくりの各般で生かし、双方の発
展につなげることを目標に据え、引き続き連携強化に向けた検討を進めてまいります。

総合評価・総括

達成目標 達成状況 達成度

　市民・事業者・大学等・行政
によるネットワークを推進しま
す。 →

　各大学・研究機関との連携推進につい
て、概ね計画通りに進めることができま
した。団体・事業者とも連携を図るな
ど、良好な協力体制を構築できていま
す。しかしながら、機関によっては連絡
担当同士の結びつきが十分でない場面も
見られます。

B

一部達成

活動目標 具体的な取組実績

　各大学との連携協議会を開催
するとともに、連携事業に関す
る情報・ニーズの集約に努め、
情報共有及び交流活動を推進し
ます。

→
　各大学（関西大学、大阪学院大学、千里金蘭大
学、大和大学）との連携推進協議会を８回（各２
回）実施し、意見交換や情報共有を行いました。こ
のほか、双方による共同研究、大学による市民公開
講座、学生への啓発活動など様々なシーンで連携を
進めています。

↓ ↓

部(局)名 都市魅力部

重点課題 5 大学連携
全体の達成度

B
目指すべき方向

（中期的な目標）

　本市に所在する５大学１研究機関との連携をさらに推進
し、知的・人的資源の交流の場を提供することにより、市民
や学生に地域への関心・愛着を深めていただくことを目指し
ます。 一部達成



地域スポーツ指導者養成講座（２２回）
高齢者スポーツの指導者講習会（１６回）
障がい者スポーツ指導者講習会（２回）
競技スポーツ養成講座（５回）
競技スポーツ研修会（１８回）
地域スポーツ指導者研修（３３回）

　平成28年5月29日にサポーター拡大事業「パブリック
ビューイング」、平成29年1月26日に市民ふれあい事業「夢
と希望を広げる出会い～未来への備え～inスタジアム」を市立
吹田サッカースタジアムにて実施しました。
　さらに、地域密着推進事業として「すいたん」と「ガンバ
ボーイ」がデザインされた卓上旗を作成しました。

↓
達成状況

→

→

↓
達成目標 達成度

　身近な場所での運動指導を行うととも
に、医療・保健機関と連携し、運動プログ
ラムの提供を行います。さらに、運動未定
着層に対し手軽にできるウォーキングなど
で、運動のきっかけづくりや運動の習慣化
を図り、日常生活に適切な運動を定着させ
ることで健康寿命の延伸を図ります。
　「運動あそびプログラム推進事業」では
園児指導及び職員研修を行うことで、保育
士・幼稚園教諭が日常保育で運動あそびを
取り入れた活動を継続できるようサポート
します。
　また、小学校では、社会体育の視点から
教職員にアプローチすることで、体育の授
業をサポートします。これらの取り組みを
通して、子どもの自発的な活動量を増やし
「からだ」と「こころ」の健やかな育ちに
繋げることを目的とします。

→

　公民館講座へ職員を派遣し、運動に親しみのない
市民４，０１７人が参加し、運動の習慣化を図るこ
とができました。
　また、保健センターとの共催で、保健と体育を融
合した取り組みとして開催した市民スポーツ講座や
健康教室では１，２２５人の参加があり、これまで
参加されていない市民の参加が増え、健康づくりの
意識向上につながりました。
　その他ウォーキング・ノルディックウォーキング
の講習会やイベントを実施し、自主的な運動の習慣
を身につけてもらうことができ、健康寿命の延伸に
向けた取り組みの促進ができました。巡回を行った
保育所・幼稚園２１園では、保育士、幼稚園教諭が
運動あそびプログラムによって学んだことを日常保
育で取り入れることができており、園児の変化につ
ながっています。

A

達成

活動目標 具体的な取組実績

　運動プログラムの提供を行います。 →
地区公民館での運動講座の開催（１８３件）
特定保健指導、健康教室での運動の講義と指導（６５件）
ウォーキングイベントや講座の実施（８回）
小学校体育事業サポート（５校９７回）
運動あそびプログラム（２１園７７回）

　安心、安全、快適に利用できるようス
ポーツ施設の整備を図ります。 →

　安全、快適に使用していただけるよう、南正雀テニスコート
人工芝張替及び附帯設備工事や北千里市民プールサイドテント
改修工事などを行いました。

　スポーツ指導者を養成・育成し指導実践
への支援を行います。

　高度なスポーツイベントの開催やホーム
タウン推進事業の取り組みを行うことで、
サポーターの拡大等を図ります。

部(局)名 都市魅力部

重点課題 6
　すべての人が、それぞれの体力や年齢、目的に応じて「いつでも、どこ
でも、いつまでも」スポーツに親しむことができる生涯スポーツ社会の実
現

全体の達成度

A
目指すべき方向

（中期的な目標）

　健康づくり都市宣言をした本市は、「一市民、一スポーツ」を合言葉
に、成人の週1回以上の運動のスポーツ実施率が５０％（2人に1人）にな
ることを目指します。
　また、市民の運動の定着を図るため、関連部局と連携することで、互い
の専門性を活かした運動プログラムの企画に取り組みます。さらに、実技
指導・助言を行う指導者を養成・育成し、事後研修で指導力を身につけて
もらい、実践的に活躍してもらえるよう支援していきます。
  サッカースタジアムを活用し、ガンバ大阪を応援する団体との連携を図
り、市を挙げてガンバ大阪を応援する機運を高めることにより、スポーツ
文化の推進や地域の活性化を目指します。

達成



A

達成

A

達成

　ガンバ大阪の試合日程や結果等をホームページに
掲出することや、ホームでの試合日程ポスターを公
共施設等に掲出しました。
　市報に「GO!GO!GAMBA！」としてガンバ大阪
に関する情報を掲載することで、観戦機会の創出が
図られました。
　平成28年5月29日にパブリックビューイング、
平成29年1月26日に市民ふれあい事業「夢と希望
を広げる出会い～未来への備え～inスタジアム」を
市立吹田サッカースタジアムにて実施し、パブリッ
クビューイングでは、１，５０２人の参加があり、
スタジアムの認知度を高めることができました。
　また、市民ふれあい事業では、参加希望の小学4
年生、２０校２，１０１人が、ガンバ大阪の協力の
もと、U-23監督の實好礼忠さんの講話『夢と希望
とともに～』や、サッカー体験、段ボールベッドの
組立体験や防災備品備蓄倉庫の見学などを行いまし
た。ピッチから4万人収容のスタンドを見上げるな
ど、子どもたちの心に感動や関心が残り、様々なこ
とを考えてもらう1日となりました。
　さらに、「すいたん」と「ガンバボーイ」がデザ
インされた卓上旗500個を庁内及び公共施設に設置
する事で、ホームタウンとしての機運を高めまし
た。

　各種スポーツ指導者講習会を実施し、競技スポー
ツ２５人、地域スポーツ２９人、高齢者スポーツ１
６人の指導者を認定しました。
　また、競技スポーツ・地域スポーツ指導者の資質
向上を図るため、研修会を実施し２，０６４人の参
加がありました。

　スポーツ指導者の資質向上を図るととも
に、実践的な研修の機会を提供し、健康づ
くりに関する事業の指導者として、今後の
担い手となるよう育成に努めていきます。

　ガンバ大阪の試合の日程や結果等をホー
ムページや市報などで広報することで、
トップレベルのスポーツ観戦の機会の創出
に努めます。
　また、ガンバ大阪アウェイ戦のスタジア
ムでのパブリックビューイングの実施やノ
ボリ、タペストリー、ポスターなどを掲出
し、市を挙げてガンバ大阪を応援すること
により、スポーツの推進や地域の活性化及
びにぎわいの創出を図ります。

→

→

　健康寿命の延伸に向けた取り組みとして、平成２８年度から運動に親しみのない方を対象とした「運動習慣化プログ
ラム推進事業」を実施しました。取り組みの中では保健センターとの連携で、健康に関する講座を実施し、参加者には
運動面だけでなく保健に関する意識を高めることで、生活習慣の見直しや改善に繋がりました。
　運動が苦手な方、足腰、膝に不安のある方でも手軽に取り組めるウォーキング、ノルディックウォーキングの講習会
やイベントを実施し、推奨することができました。
　「運動あそびプログラム推進事業」では、専門職の経験を活かし、保育士、幼稚園教諭をサポートすることで、子ど
もたちが日常保育の中で、「できた」「楽しい」を感じる場面ができ、自発的に身体を動かす機会が増えてきました。
　また、研究成果に基づいて、より効果的なサポートを行うため、千里金蘭大学と共同研究を開始しました。
　市立サッカースタジアムにおいては、ガンバ大阪の試合の予定や結果をお知らせして情報発信をするとともに、様々
な形で応援することによりスポーツの推進や地域の活性化が図れました。
　スポーツ施設の老朽化に対する施設整備については、市民が安心、安全に利用できるよう計画的に整備を行いまし
た。

　スポーツ施設の老朽化に対して、計画的
に施設整備を行い利用者の安全性や快適性
を図り、利用者の増加を目指します。 →

　老朽化の著しいスポーツ施設において、安全面に
おいて緊急性の高いものから、維持補修を行いまし
た。

A

達成

総合評価・総括



　文化会館の大規模改修については、想定外の入札不調のため、改修内容や条件の見直しが必要
となり、平成29年度当初からの着工が遅れることとなりました。
　事業団との連携については、休館中の対応だけでなく、平成29年度から引き続き5年間の指定
管理業務内容の見直しを行い、新たに5年間の指定管理協定を締結しました。

　改修に伴う休館中に行う事業
展開について、（公財）吹田市
文化振興事業団とともに計画を
作成します。

→ 　事業団の平成29年度事業計画に、協
議した休館中の対応が記載されました。

A

達成

総合評価・総括

↓ ↓
達成目標 達成状況 達成度

　改修内容を決定し、平成29年
度の改修工事実施準備を整えま
す。 →

　工事請負契約の入札が不調となったた
め、平成28年度中の業者決定に至ら
ず、平成29年度の工事開始が遅れま
す。

B

一部達成

活動目標 具体的な取組実績

　ヒートアイランド対策やバリ
アフリー対応を含め、今後30年
間施設を維持し、継続的、安定
的にサービスを提供できるよ
う、平成29年度の工事実施に向
けて事業を進めます。

→
　改修工事の実施設計を行い、工事事業者を決める
制限付き一般競争入札を行いましたが、入札が不調
となり、平成28年度中の工事請負契約の締結に至
りませんでした。

　改修に伴う休館中の対応や改
修後に文化会館を快適に利用し
ていただけるよう、（公財）吹
田市文化振興事業団と協議を重
ねるなど連携を一層図ります。

→
　休館中の事業内容、体制、指定管理業務内容等に
ついて協議を重ねました。また、平成29年度から5
年間の指定管理業務についても協議を重ねました。

部(局)名 都市魅力部

重点課題 7 文化会館の大規模改修
全体の達成度

B
目指すべき方向

（中期的な目標）

　これまで培ってきた文化会館の持つ文化・芸術空間として
の品格を大切にし、さらに熟成させ、30年後も吹田の文化
の殿堂として、本市の誇る施設であり続けられるよう、大規
模改修を実施します。 一部達成



　市民文化祭、芸術芸能フェスティバル、伝統文化教室フェスティバルなど、地域で文化活動を
されている方々やこれから文化活動をしていこうと考えている方々に発表や活動の機会を提供し
ました。実施運営に当たっては市内の市民文化団体と協働で取り組み、市民の幅広い文化活動の
支援や地域文化の継承・発展に向けての事業を実施しています。次年度以降も事業を継続し、よ
り良いものとなるよう、関係団体等と協働し、文化を育む環境づくりを進めます。

　歴史文化まちづくりセンター
事業の充実を図り、来場者を増
加させる取組を実践します。 →

　今年度初めて行なった夏の集い「プラ
ネタリウムがやってくる」で多くの参加
がありました。また、毎年行なっている
「七草粥のふるまい」は、今年度は整理
券がすぐになくなるなど、地域の方に定
着してきました。

A

達成

総合評価・総括

↓ ↓
達成目標 達成状況 達成度

　子どもたちをはじめ、より多
くの市民が文化・芸術に親しみ
が持てるような、参加・体験型
事業を展開します。

→

　すいたティーンズクラシックフェス
ティバル、メイシアター・大阪大学共同
演劇及びメイシアター・千里金蘭大学共
同ファミリーミュージカル出演者の市民
公募、市民文化祭への一般参加、芸術芸
能フェスティバル出演・出展、伝統文化
親子教室及び同フェスティバルに多くの
応募参加がありました。

A

達成

活動目標 具体的な取組実績

　(公財)吹田市文化振興事業
団、吹田市文化団体協議会をは
じめとする文化団体等と連携
し、市民文化の醸成と地域文化
の継承・発展のため、効果的な
支援を行います。

→

　（公財）吹田市文化振興事業団とは、吹田の出来
事や市民を題材にした大阪大学との演劇公演や千里
金蘭大学とのファミリーミュージカル公演を共催で
実施した他宝くじコンサートを開催し、普段あまり
劇場に来られない方に舞台公演を鑑賞していただき
ました。
　また、吹田市文化団体協議会とは、同協議会加盟
団体が平成29年度国民文化祭の出演が決まり、吹
田市の文化活動を全国的に発信する機会を得ること
ができました。

　歴史文化まちづくり協会の自
立に向けた取組を支援するとと
もに、歴史文化まちづくりセン
ター事業のより一層の充実を図
ります。

→
　郷土史講座、落語などの伝統芸能、さくらまつり
などの地域連携事業、子ども達が集うぽかぽかひろ
ばなどを開催したほか、夏の集い「プラネタリウム
がやってくる」など新たな事業を実施し、様々な事
業に市民の方の参加がありました。

部(局)名 都市魅力部

重点課題 8 芸術・文化の振興
全体の達成度

A目指すべき方向
（中期的な目標）

　芸術文化活動や歴史・文化活動などの市民の幅広い文化活
動を支援し、新たな市民文化の創造と地域文化の継承・発展
に向けた環境づくりを目指し、文化が香り、芸術花開く豊か
なまちを守り育んでいきます。 達成



　多文化共生に関するアンケート調査を基にした事業の見直しを平成２８年度内において行うこ
とはできませんでしたが、平成２９年度中の指針策定を目指して、作業を進めます。また、事業
の見直しについては、引き続き検討します。

　事業の見直しの中で可能なも
のについては、次年度の事業に
反映していきます。 →

　平成２９年度予算への反映は実施でき
ませんでしたが、今後も事業の見直しに
ついては検討していきます。

B

一部達成

総合評価・総括

↓ ↓
達成目標 達成状況 達成度

　アンケート調査の分析結果を
基礎資料とし、庁内の連絡会議
や学識者等で構成された検討会
議での意見を聞きながら指針の
素案の策定作業を進めていきま
す。

→
　平成２８年１０月に実施したアンケー
ト調査の結果を分析し、（仮称）多文化
共生推進指針検討会議や（仮称）多文化
共生推進指針策定会議及び作業部会を開
催するなかで指針に反映する作業を進め
ています。

A

達成

活動目標 具体的な取組実績

　指針の策定に向けて、市民
ニーズを把握するため在住外国
籍市民等へのアンケート調査を
実施します。また庁内での情報
共有等を図るため連絡会議を設
置するとともに学識者等の意見
を聞く場を設けます。

→
　平成２８年１０月に外国籍市民2,000人、日本人
市民1,000人を対象にアンケート調査を実施しまし
た。また、学識経験者等で構成される（仮称）多文
化共生推進指針検討会議を開催すると同時に庁内の
情報共有を図るため、（仮称）多文化共生推進指針
策定会議及び作業部会を開催しました。

　現行の事業について、その担
い手も含め見直しを行っていき
ます。 → 　（仮称）多文化共生推進指針の策定に着手してお

り、今後事業の見直しを検討します。

部(局)名 都市魅力部

重点課題 9 多文化共生社会の実現
全体の達成度

B目指すべき方向
（中期的な目標）

　在住外国籍市民等への支援に力点を置き、人権尊重の視点
に立って、組織横断的に施策に取り組むため(仮称)多文化共
生推進指針を策定します。また、現行の事業について担い手
も含めた見直しを行っていきます。 一部達成


